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（
四
）
萬
念
寺 

（
福
山
市
神
辺
町
川
北
） 

萬
念
寺
は
山
号
を
佛
見
山
と
号
す
る
浄
土
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
萬
念
寺
は
菅
波
氏
の
旦
那
寺
で
あ
る
。
茶
山
の
先 

妻
「
爲
」
の
お
墓
も
あ
り
、
親
族
の
法
要
な
ど
も
萬
念
寺
で
行
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

 

一 

萬
念
寺
の
縁
起 

「
福
山
市
神
辺
歴
史
民
族
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

神
辺
の
寺
院
」
に
よ
れ
ば 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

元
亀
年
間
（
一
五
七
〇
～
一
五
七
三
年
）
の
草
創
と
い
わ
れ
る
「
萬
念 

寺
」
の
前
身
「
見
佛
山
（
け
ん
ぶ
つ
ざ
ん
）
大
念
寺
（
だ
い
ね
ん
じ
）」 

は
、
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
、
福
山
藩
主
・
水
野
勝
成
が
福
山
に
拠
点 

を
移
す
と
、
そ
れ
に
伴
い
城
下
の
寺
町
（
て
ら
ま
ち
）
へ
と
移
さ
れ
ま
し 

た
。
そ
し
て
、
跡
地
に
は
品
治
郡
今
岡
（
ほ
ん
じ
ぐ
ん
い
ま
お
か
＝
現
福 

山
市
駅
家
町
今
岡
）
の
萬
念
寺
谷
か
ら
廃
寺
で
あ
っ
た
「
萬
念
寺
」
を
移 

し
、
山
号
を
「
佛
見
山
」
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
延
享 

四
（
一
七
四
七
）
年
、
七
世
の
時
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
、
さ
ら
に
安
政
年 

間
（
一
八
五
四
～
一
八
五
九
年
）
十
一
世
の
時
に
修
繕
、
そ
し
て
平
成
四 

（
一
九
九
二
）
年
に
再
び
建
て
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
こ
に
は
太
閤
（
た
い
こ
う
＝
豊
臣
秀
吉
）
が
立
ち
寄
っ
た
伝
承
が
あ
り
、
菅
茶
山
編
纂
「
福
山
志
料
」
や
「
西 

備
名
区
（
せ
い
び
め
い
く
）」
な
ど
の
古
記
録
に
は
、
太
閤
秀
吉
が
九
州
へ
向
か
う
途
中
こ
こ
へ
立
ち
寄
り
、
呂 

紀
（
り
ょ
き
＝
明
の
花
鳥
画
家
）
が
画
い
た
鴛
鴦
（
お
し
ど
り
）
の
軸
を
二
幅
賜
え
、
そ
の
後
「
大
念
寺
」
の 

城
下
移
転
に
伴
い
移
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
神
辺
本
陣
の
立
ち
退
き
所
に
指
定
さ 

れ
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
に
は
、
筑
前
国
黒
田
家
一
行
総
勢
一
〇
五
三
人
の
内
、「
萬
念
寺
」
に
は
五
三
人 

の
付
添
衆
が
宿
泊
し
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。 

「
川
北
村
御
検
地
水
帳
」
に
よ
れ
ば
、
元
禄
十
三
（
一
七
〇
〇
）
年
に
は
、
屋
敷
地
一
反
三
畝
に
隣
接
し
て
計 

一
反
二
畝
の
田
畑
を
有
し
て
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 

 
 

 
 

福
山
志
料
に
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

佛
見
山
浄
土
宗
知
恩
院
末
寺
開
基
年
代
シ
ラ
ス
福
山
開
城
ノ
後
證
譽
上
人
此
寺
ヲ
建
ツ
見
佛
山
大
念
寺
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 

號
ス
コ
レ
其
跡
ナ
リ
ム
カ
シ
豊
臣
太
閤
九
州
下
向
ノ
時
當
寺
ヘ
輿
ヲ
ヨ
セ
ラ
レ
呂
紀
カ
蓮
ニ
鴛
鴦
ノ
二
幅
ヲ 

賜
ハ
ル
福
山
大
念
寺
に
ア
ル
ト
云
寺
ニ
黒
本
尊
ト
云
佛
ア
リ
ト
モ
紅
葉
山
城
内
ニ
ア
リ
シ
ヲ
福
島
丹
波
退
去 

ノ
時
ソ
ノ
聟
ナ
ル
牢
人
畠
山
氏
ニ
ユ
ツ
ル
畠
山
ヨ
リ
又
此
ニ
オ
サ
ム
ト
云
水
野
記
山
號
村
尾
山
ト
ミ
ユ
寺
内 

ニ
石
柱
ノ
地
藏
堂
ア
リ
戸
田
屋
彌
助
由
椿
ト
云
者
ノ
女
ノ
墓
ナ
リ
コ
ノ
由
椿
頗
豪
農
ニ
テ
奢
ヲ
キ
ハ
メ
テ
嗣 

子
彌
助
カ
代
ニ
落
魄
ス
今
ノ
本
陣
ノ
瓦
ニ
松
皮
菱
ヲ
ツ
ケ
タ
ル
ハ
ソ
ノ
家
ノ
紋
ナ
リ
法
樂
寺
の
觀
音
堂
西
福 

寺
ノ
地
藏
堂
ソ
ノ
外
ニ
モ
由
椿
カ
建
タ
ル
モ
ノ
多
カ
リ
シ
カ
今
コ
ノ
三
ツ
ノ
ミ
ノ
コ
ル
此
等
ハ
年
月
近
ク
郷 

里
同
シ
ケ
レ
ハ
歴
然
タ
ル
ヘ
キ
村
中
ニ
テ
モ
知
人
ナ
シ
マ
シ
テ
數
百
年
前
ノ
コ
ト
ヲ
ヤ
往
時
茫
々
一
慨
ス
ヘ 

シ 

 

 
 
 
 
 
 
 

と
あ
る
。
萬
念
寺
も
水
野
勝
成
の
福
山
城
築
城
に
よ
る
寺
院
大
移
動
の
結
果
、
現
在
の
地
に
移
築
し
て
き
た
寺
院 

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
右
資
料
に
出
る
「
畠
山
氏
」
が
菅
波
家
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た
「
黒
本 

尊
」
の
由
緒
等
の
調
査
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
、 

江
戸
時
代
、
寺
院
は
大
名
の
参
勤
交
代
時
で
は
、
本
陣
に
収
容
で
き
な
か
っ
た
人
達
の
宿
と
し
て
の
役
割
が
あ
っ
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た
と
さ
れ
、
光
蓮
寺
、
西
福
寺
、
萬
念
寺
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
当
時
、
神
辺
宿 

の
本
陣
は
東
本
陣
（
本
荘
屋
菅
波
家
）
が
主
た
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
本
陣
（
尾
道
屋
菅
波 

家
）
は
、
黒
田
家
の
宿
泊
場
所
を
主
と
し
た
本
陣
で
、
東
本
陣
の
サ
ブ
的
な
位
置
付
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  
 
 
 
 

二 
茶
山
と
萬
念
寺 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

「
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
三
月
二
十
四
日 

拙
齋
・
孝
恂
・
東
嶼
と
竜
泉
寺
・
萬
念
寺
・
西
福
寺
に
遊
ぶ
」 

 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
記
録
以
外
に
茶
山
が
萬
念
寺
に
遊
ん
だ
と
い
う
事
を
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
菅
波
氏
の
旦
那
寺
で
、
ま
た
、 

茶
山
親
族
の
法
要
等
も
萬
念
寺
で
行
わ
れ
て
お
り
、
度
々
訪
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
萬
念
寺
に
関
わ 

る
詩
に
つ
い
て
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

山
門
前
に
茶
山
の
詩
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
紹
介
す
る 

 

 
 
 
 
 

「
夏
日
雑
詩
」 

 
 

十
二
首
の
内
（
三
） 

 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

後
編 

巻
八 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

  
  

 

垂
楊
闈
繞
古
書
楼 

 
 

垂
楊
（
す
い
よ
う
）
囲
繞
（
い
じ
ょ
う
）
す 

古
書
楼
（
こ
し
ょ
ろ
う
） 

 
 
 
 
 
 
 

遮
断
村
聲
事
亦
幽 

 

村
声
（
そ
ん
せ
い
）
を
遮
断
し
て 

事
も
亦
（
ま
た
）
幽
（
ゆ
う
）
な
り 

 
 
 

知
是
隣
房
催
會
講 

 

知
る
是
（
こ
れ
）
隣
房
（
り
ん
ぼ
う
） 

会
講
（
か
い
こ
う
）
を
催
（
も
よ
お
）
す 

 
 
 
 

 
 
 

亂
條
陰
裏
夜
吹
■ 

 

乱
條
（
ら
ん
じ
ょ
う
）
陰
裏
（
い
ん
り
）
夜
笛
を
吹
く 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

闈
饒 

 

ぐ
る
り
と
取
り
囲
む
こ
と
。 

 

書
楼 

こ
こ
で
は
書
物
を
蔵
す
る
二
階
屋
（
廉
塾
の
こ
と
）。 

 

隣
房 

隣
の
家
。 

會
講 

寄
り
合
っ
て
相
談
す
る
こ
と 
陰
裏~

日
の
当
た
ら
い
所
、
日
陰 

 

■ 

ふ
え
（
竹
か
ん
む
り
に
秋
） 

（
大
意
） 

し
だ
れ
柳
が
古
い
塾
舎
を
取
り
囲
み
、
村
の
物
音
を
遮
り
絶
っ
て
す
べ
て
の
営
み
も
ま
た
静
か
で
あ
る
。 

隣
の
家
で
は
寄
り
合
い
が
あ
る
と
み
え
、
風
に
乱
れ
る
柳
の
枝
の
陰
の
あ
た
り
で
夜
に
あ
た
っ
て
笛
を
吹 

く
音
が
聞
こ
え
て
く
る 

 

 
 
 
 
 
 

＊ 

萬
念
寺
山
門
前
に
立
派
な
詩
碑
が
建
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
は
内
容
か 

ら
し
て
廉
塾
で
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
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